
１．令和5年度予算の執行状況（令和5年9月30日現在）

※一般会計とは？

（単位：千円）

※主な歳入の内容

（単位：千円） ※主な歳出の内容

市債

県支出金

議会費

100%

予算額

28,064,944

100%

財務省や銀行などからの長期借入金

　令和5年度各会計予算の執行状況は次のとおりです。なお、数値には前年度繰越額を含めています。

一般会計

　地方公共団体の基本的な経費、重要な
経費を計上している会計をいいます。

予算額

28,064,944

国庫支出金
国が使いみちを特別に指定して地方公共団体
に交付する資金

市民税（法人・個人）、固定資産税、市たば
こ税、軽自動車税など

市税

全国的に一定の行政水準を保障するため、地
方公共団体間の財源の偏りを調整し、国から
交付される資金

地方交付税

面積 101.06 ｋ㎡ 令和5年11月1日

※人口及び世帯数は住民基本台帳による。 海南市長　神　出　政　巳

令和5年9月30日 現在

　海南市の財政
地方自治法第243条の３第１項及び海
南市財政状況の公表に関する条例の定め
るところにより、市の財政状況を次のと
おり公表します。

人口 47,299 人

世帯数 21,925 世帯

県が使いみちを特別に指定して地方公共団体
に交付する資金

その他
地方消費税交付金、使用料及び手数料、財産
収入など

民生費
障害者・高齢者・児童のための福祉、生活保
護関係など、市民の一定水準の安定した社会
生活を保障するために必要となる経費

農林水産業費 農業や林業、水産業の振興に係る経費

商工費 商工業の振興や観光事業に係る経費

教育費
学校や生涯学習、スポーツ、芸術文化の振興
など、教育に係る経費

総務費
企画調整や財務、財産管理、戸籍、徴税な
ど、市政の全般的な管理に必要な経費

消防費
消火活動や火災予防、救急保護など、災害に
よる被害の軽減に係る経費

公債費
市債の元金及び利子、一時借入金の利子など
の償還金

土木費
道路や橋梁、河川、市営住宅などの建設・維
持管理に必要となる経費

衛生費
感染症予防やごみ処理など、市民の健康で衛
生的な生活環境を保持するための経費

議会の活動に係る経費

その他 災害復旧に必要となる経費、予備費

9,182,459

3,233,822

3,169,931

3,078,540

2,974,059

2,378,248

1,190,246

691,559

493,841

237,830

1,434,409

(4,219,330)

(1,538,281)

(875,969)

(1,282,656)

(1,171,511)

(962,355)

(386,905)

(256,448)

(92,712)

(122,661)

(48,580)

民生費

公債費

土木費

衛生費

教育費

総務費

消防費

農林水産

業費

商工費

議会費

その他

歳出
予算額 支出済額

6,820,000

6,632,824

4,782,779

3,426,300

1,932,360

4,470,681

(4,397,534)

(4,159,438)

(925,008)

(0)

(92,756)

(2,033,214)

地方交付税

市税

国庫支出金

市債

県支出金

その他

歳入 予算額 収入済額

収入済額
11,607,950

41%

支出済額
10,957,408

39%
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（単位：千円）

※特別会計とは？

２．市民負担の状況

（１）市税負担額 （２）市民のために使われる経費

※主な市税の内容

　

会計名
国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計

つつじヶ丘地区排水処理事業
特別会計
同和対策住宅資金貸付事業
特別会計
港湾施設事業特別会計

152,4432,505152,692

特別会計

支出済額収入済額予算額

　特定の目的のために設けられた会計を
いいます。また、病院事業、水道事業は
公営企業会計といい、地方公営企業法に
基づき、独立採算を原則として設置され
た会計で、特別会計と区別しています。

2,508,822
723,529

2,678,997
4,092

4,841

3,004,872
823,077

3,289,233
6,950

8,391

5,636,124
1,809,642
7,334,763

19,134

15,351

赤坂地区排水処理事業特別会計

税目 市民１人当たり １世帯当たり 目的 市民１人当たり １世帯当たり

　令和5年9月末の予算額で見ると、市税の予算額は、6,594,679千円（滞納繰越分と国有資産等交付金を除
く）となっていますので、市民１人当たり139,425円、１世帯当たり300,784円となっています。
　また、市民のために使われる経費は、26,740,324千円（歳出予算額から前年度繰越額を除く）で、市民１
人当たり565,346円、１世帯当たり1,219,627円となっています。
　なお、市民のために使われる経費は市税負担額を超えていますが、足りない分は地方交付税や市債、国県支
出金などでまかなわれています。

1,945,64213,72826,255

194,124 円 418,785

総務費 50,281 円 108,472

円

固定資産税 70,179 円 151,398 円 公債費

市民税 53,859 円 116,192 円 民生費

68,370 円 147,495 円

円 300,784 円

衛生費 65,087 円 140,412 円その他 15,387 円 33,194 円

円合計 139,425 教育費 60,936 円 131,459

円

市
民
税

個人市民税 市民の前年中の所得をもとに課税される税金 消防費 25,038 円 54,015 円

法人市民税
市内に事業所がある法人などに対し、法人税（国税）
をもとに課税される税金

農林水産業費 12,704 円 27,406 円

円土木費 43,011 円 92,789

製造たばこの製造者や卸売業者などが市内の小売業者
に売り渡した「たばこ」に対して課税される税金

その他 30,326 円 65,423 円

円

そ
の
他

軽自動車税
所有する軽自動車、自動二輪車、原動機付自転車など
に対して課税される税金

議会費 5,028 円 10,847 円

市たばこ税

固定資産税
所有する土地や家屋、償却資産に対して課税される税
金

商工費 10,441 円 22,524

円
都市計画税

都市計画区域の用途地域内に所有する土地及び家屋に
対して課税される税金
（公園・道路・下水道などの都市計画事業、土地区画
整理事業などに充てられます。）

合計 565,346 円 1,219,627
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３．財産、市債及び一時借入金の現在高（令和5年９月30日現在）

（１）財産の現在高

（２）市債の現在高

（単位：千円）

（単位：千円）

（３）一時借入金の現在高

（単位：千円）

28,582 千円5 件千円5,308,930

公営企業会計を除いた市が所有する財産の現在高は、次のとおりです。

区分 土地 建物 自動車 有価証券 その他無体財産基金

台 千円㎡ ㎡現在高 3,138,538 221,407 199 15,952

一般会計 0

※基金とは、特定の目的のために財産を維持し、資金を積み立て、または定額の資金を運用するためのも
ので、条例により目的、処分等が定められています。

　市債とは、学校や公園、道路など、市民の皆様に利用していただく公共施設をつくる資金の一部を、財
務省や銀行などから借り入れるお金です。
　建設される施設は将来の市民も利用することになるため、市債を活用することにより世代間の負担の公
平を図ることができます。

一般会計 特別会計
地方債現在高合計 32,166,804 千円

301

※臨時財政対策債とは？

　年度中において支出が収入を上回り、現金に不足が生じた場合に、その不足を補うために予算で定めた
限度額の範囲内で銀行等から一時的に借り入れるお金を一時借入金といいます。これの状況は次のとおり
です。

会計名 現在高

会計名 現在高

　国の地方交付税の財源が不足した場合に、地
方交付税の交付額を減らして、その穴埋めとし
て、地方公共団体自らに地方債を発行させる制
度をいいます。
　形式的には、その地方公共団体が地方債を発
行する形式をとりますが、償還に要する費用は
後年度の地方交付税で措置されるため、実質的
には地方交付税の代わりの財源と言えます。

同和対策住宅資金貸付事業
特別会計

301

同和対策住宅資金貸付事業特別会計 152,600

合計

介護保険特別会計 0
赤坂地区排水処理事業特別会計 0
つつじヶ丘地区排水処理事業特別会計 0

国民健康保険特別会計 0
後期高齢者医療特別会計 0

土木債
9,310,436
28.9%

総務債
3,807,855
11.8%教育債

3,332,109
10.4%

衛生債
2,729,527

8.5%

農林水産業債
1,723,462

5.4%

民生債
1,020,852

3.2%

消防債
555,039
1.7%

災害復旧債
139,899
0.4%

商工債
18,734
0.1%

臨時財政対策債
9,455,956
29.4%

その他
72,935
0.2%
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４．令和4年度決算の状況

（単位：千円）

【市税の推移】

（単位：千円）

介護保険特別会計 6,653,141 6,482,331 170,810 0 170,810
後期高齢者医療特別会計 1,733,009 1,732,167 842 0 842

翌年度へ繰り越すべき財源 実質収支額
27,005,345 26,027,243 978,102 177,272 800,830

つつじヶ丘地区排水処理事業特別会計 55,212 53,141 2,071 0 2,071
赤坂地区排水処理事業特別会計 17,344 17,047 297 0 297

歳　　入 歳　　出 歳入歳出差引額

　令和4年度は、持続可能な安定した行政運営を念頭に、財源確保と経常経費の抑制に努めつつ、新型コロナウ
イルス感染症対策を講じたほか、原油価格・物価高騰等に対する様々な支援策に取り組みながら、子育て支援
の充実、道の駅や(仮称)中央防災公園の整備など、将来の市の総合的な発展につながる事業に取り組みました。
　この結果、令和4年度決算は以下のとおりとなりました。

一般会計

港湾施設事業特別会計 20,859 11,771 9,088 0 9,088

国民健康保険特別会計 6,121,128 6,039,338 81,790 0 81,790

同和対策住宅資金貸付事業特別会計 11,059 163,063 △ 152,004 0

※この公表の数値については、表示単位未満を四捨五入しているので、割合や合計等が一致しない場合があります。

会計名 歳　　入 歳　　出 歳入歳出差引額 翌年度へ繰り越すべき財源 実質収支額

特別会計

歳入総額

△ 152,004

27,005,345

歳出総額 26,027,243

6,982,970

6,778,789

4,655,511

2,823,900

1,617,045

4,147,130

25.9%

25.1%

17.2%

10.5%

6.0%

15.3%

地方交付税

市税

国庫支出金

市債

県支出金

その他

（単位：千円）歳 入

8,872,869

3,257,590

2,994,180

2,632,281

2,487,262

2,130,312

1,632,657

922,884

866,825

230,383

0

34.1%

12.5%

11.5%

10.1%

9.6%

8.2%

6.3%

3.5%

3.3%

0.9%

0.0%

民生費

公債費

土木費

衛生費

総務費

教育費

農林水産業費

消防費

商工費

議会費

その他

（単位：千円）歳 出

2,715 2,765 2,642 2,654 2,660

3,562 3,543 3,436 3,400 3,383

683 687 692 713 736

6,960 6,995
6,770 6,767 6,779

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

H30 H31 R2 R3 R4

市民税 固定資産税

その他 総額

（単位：百万円）

4


